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1. 研究の背景と目的 
近年の WWW の拡大に伴い Web 上には様々な情報が

公開され続けている．インターネット上に情報を公開す
るのが主に企業や学術機関などであったのに対し，今で
は情報公開の敷居が低くなり，一般ユーザでも手軽に
Web サイトを開設し情報を公開することができるように
なった．公開される情報も，自ら作った絵や音楽，自分
で撮影した写真，また最近活発に利用されている Weblog
など様々である．しかし，インターネットでは一度公開
された情報は誰もが自由に閲覧できる状況にある．公開
した情報を世界中の人に見てもらえるのはメリットであ
るように思えるが，個人の写真や日記などを公開してい
る場合は，逆にプライベートな内容が見知らぬ人に知ら
れてしまうことからデメリットと捉えることもできる．
情報をフィルタするための既存の多くの情報フィルタリ
ング技術は，情報受信者がどのような情報を受信するか
を決めるため，その対象は情報受信者と言える．つまり，
上記のように個人が公開する情報を，情報公開者自身が
閲覧者に対してフィルタさせるような情報公開者に重き
を置いたフィルタリング技術ではないと言える． 

そこで我々は，情報公開者自身が公開する情報をどの
ようなユーザに閲覧させたいのかを，ユーザプロファイ
ルを参照することで決定できるユーザプロファイルを用
いた情報公開手法の提案，および本手法の有効性の検討
を行ってきた[1]．本稿では，本手法を実際に提供する方
法について考え，汎用的に利用・提供を行うためのサー
ビスモデルを提案する． 

2. ユーザプロファイルを用いた情報公開手法 
本手法は，情報公開者が公開する情報に対して，どの

ようなユーザプロファイルを持つユーザにその情報を公
開したいのか，または公開したくないのかを，公開条件
として付与し情報公開を行うものである．図 1 に情報公
開者が公開情報に対して公開条件を付与しサーバに送信
するまでの流れを示す． 

図 1 公開条件付与の流れ 

公開条件が付与された情報にユーザがアクセスしてき
た時は，公開条件とユーザプロファイルを比較し，公開
条件にユーザプロファイルが適合した場合にその情報を
公開・非公開することになる．なお本稿で扱うユーザプ
ロファイルとは， 
(1) 静的な情報 

ユーザ ID，所属グループ，年齢，性別，嗜好など 

(2) 動的な情報 
位置情報，時間情報，プレゼンス情報など 

(3) ブラウザ情報 
Web ページの遷移情報や利用履歴，Referer など 

のように，ユーザに関わるあらゆる情報を指す． 
 本稿では，本手法を HTML の<iframe>タグなどのよ
うなインライン要素を用いて外部サーバの Web ページを
呼び出す方法で実現する．<iframe>タグは Web ページ
内の好きな場所にフレームを表示することができ，フレ
ーム内では外部の Web ページを呼び出すことが可能であ
る．この特性を用い，公開条件を付与した公開情報を専
用の外部サーバに置き，閲覧者に対する公開・非公開の
判定を行う． 

3. サービスモデルの概要 
3.1 構成要素 
本手法をサービスとして提供する際のモデルの構成要

素について説明する． 
(1) 情報公開者 

情報公開者とは情報の公開を行う者である．情報公開
者が公開する情報についてはテキストから画像，動画な
どあらゆるものを有効とする．また，任意でどのような
ユーザプロファイルを持つユーザに情報を公開したいか
を公開条件として付与することができる． 
(2) 閲覧者 

閲覧者とは公開されている情報に対して閲覧を行う者
である．公開条件が付与された公開情報の閲覧に対して，
各閲覧者が保持しているユーザプロファイルにより公開
情報の公開状況は異なる．閲覧者はユーザプロファイル
を特定するため，事前に認証を行う必要がある． 
(3) 公開サーバ 

公開サーバとは情報公開者が情報を公開する元の Web
サーバである．特別な機能を提供している必要はなく，
一般的な Web サーバ機能を最低限提供している Web サ
ーバでよい． 
(4) プロファイル管理サーバ 

プロファイル管理サーバとは様々なユーザプロファイ
ルの管理を行うサーバの総称である．それぞれ専門的な
ユーザプロファイルを管理しているサーバが存在すると
し，例えば，一般的なユーザプロファイルを管理してい
るサーバであれば「基本ユーザプロファイル管理サー
バ」，ユーザの存在情報であるプレゼンス情報を管理し
ているサーバであれば「プレゼンス管理サーバ」となる．
それぞれプロファイル管理サーバへのプロファイルの登
録は閲覧者の任意であるが，登録されていない場合は，
そのユーザプロファイルの提供が不可能な状態となる． 
(5) 公開条件管理サーバ 

公開条件管理サーバとは公開情報の公開条件に関する
処理を行うためのサーバである．情報公開者に対して公
開条件設定時のユーザインターフェイスの提供や公開情
報と公開条件の一元管理などを行ったり，閲覧者に対し
て公開判定処理などを行う． 
公開条件管理サーバは，様々なプロファイル管理サー

バと事前に提携を結び，取得可能となったユーザプロフ
ァイルを情報公開者に公開条件として設定可能なプロフ
ァイルの種類として提示する． 
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(6) 認証サーバ 
認証サーバとは閲覧者の特定を行うための認証を主と

して行うためのサーバである．本モデルでは，認証情報
を各サーバ間で共有できるようにするため，認証を通っ
た閲覧者に対して，認証の通過を証明するため認証チケ
ットを発行する． 
3.2 情報公開時の構成モデル 
 本手法を用いて情報公開を行う際の構成モデルと通信
手順を図 2 に示す． 

図 2 情報公開時の構成モデル 

① 公開情報に対する公開条件の設定を要求． 
② 公開条件として取得可能なユーザプロファイルの種

類を提携を結んだプロファイル管理サーバに要求． 
③ 提供可能なユーザプロファイルの種類を応答． 

なお，②と③の処理は事前に行っておくことも可能
である． 

④ 情報公開者に公開条件として設定できるユーザプロ
ファイルを提示し公開条件の設定を行わせる．同時
に公開条件を付与する公開情報の登録を行わせる． 

⑤ 設定した公開条件に対応するユニークな ID を生成し，
それを図 3 のように<iframe>タグ内の src 属性にお
ける URL の引数として付与したタグを返す． 

図 3 <iframe>タグ記述による情報公開 

⑥ 情報公開者は返されたタグを Web ページ内に記述し
任意の公開サーバ上に公開する． 

3.3 閲覧時の構成モデル 
 本手法が用いられた Web ページを閲覧する際の構成モ
デルと通信手順を図 4 に示す． 

図 4 情報公開時の構成モデル 

① 本手法が用いられている Web ページへのアクセス． 
② <iframe>タグを通し公開条件管理サーバにアクセス． 
③ 閲覧者が認証を通ってるかを確認するため認証チケ

ットを要求． 
③' 認証チケットを保持していない場合，認証サーバに

て認証を行い認証チケットの発行を要求． 

③'' 認証チケットを発行する． 
④ 認証チケットを提示する． 
⑤ 閲覧者のユーザプロファイルを各プロファイル管理

サーバに要求． 
⑥ 閲覧者のプロファイルを応答． 
⑦ 公開条件とユーザプロファイルを比較し，適合した

場合のみ該当する公開情報を閲覧者に公開する． 

4. 本モデルによる効果 
本モデルにより本手法を提供することで，公開された

公開情報は，<iframe>タグにより外部サーバから呼び出
されるため，タグを記述する Web ページ自体はどのよう
なサーバに公開してもよいことになる．そのため，仮に
無料でレンタルできるような機能に制約のあるサーバス
ペースでも本手法の利用が可能となり，利便性が高いと
いえる．また，ユーザプロファイルの管理は各プロファ
イル管理サーバに委譲しているため，今までにない特別
なプロファイルを管理するプロファイル管理サーバが登
場したときに柔軟に連携することが可能となり，モデル
全体の拡張性があるといえる． 

5. 問題点と解決策 
5.1 レスポンス低下について 
構成モデルから分かる通り，閲覧者が公開情報にアク

セスしてから実際に情報が公開されるまでの通信のステ
ップが比較的多いため，全体のレスポンスが低下する問
題が生じる．モデルの構成上，初回通信時の通信の最低
回数を減らすことは困難だが，公開条件管理サーバで閲
覧者のプロファイルをキャッシュすることで次回以降の
通信におけるオーバーヘッドをできる限り少なくし対応
することを考えている． 
5.2 プライバシーについて 
公開条件管理サーバが閲覧者のユーザプロファイルを

プロファイル管理サーバへ要求する際に，すべてのユー
ザプロファイルを応答してしまっては，プライバシー保
護という観点から懸念されてしまう．そこで，閲覧者が
プロファイル管理サーバへユーザプロファイルを登録す
る段階で，各ユーザプロファイルの公開ポリシーを決め，
閲覧者が許可した場合のみユーザプロファイルの提供を
行う仕組みが考えられる．公開ポリシーの記述法として，
Web サイトのプライバシポリシーを記述するための標準
フォーマットである P3P の利用が考えられる[2]． 

また，閲覧者の認証情報を認証チケットの発行により
サーバ間で共有するようにしているが，この方法だとブ
ラウザのキャッシュにより第三者に不正使用される恐れ
もあるので，SAML を用いてサーバ間で認証情報のやり
取りを行う方法が考えられる[3]． 

6. まとめと今後の課題 
本稿では，我々が提案してきたユーザプロファイルを

用いた情報公開手法を実際にサービスとして提供する際
のモデルの提案を行った． 
今後は，提案したモデルを実装し，実際に様々な人に

利用してもらいその効果を調査するとともに，よりよい
提供モデルの検討をしていきたい． 
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